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主体的に運動に取り組む生徒を育てる保健体育科学習指導 

～ＩＣＴを活用した活動を通して～ 

 

 長期派遣研修員  福岡県立糸島高等学校   教諭   横井 孝史  

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

１ 社会の要請・教育の動向から  

グローバル化や知識基盤社会の進展に伴い、21世紀に求められる資質・能力など、教育の在り方

について、世界的に問い直しが始まっている。知識基盤型社会では、「何を知っているか」だけで

なく、それに基づいて「何ができるか」、つまり実生活や実社会において知識や技能を活用して問

題が解決できることの重要性が増してきた。すなわち、一人ひとりの個人が主体的に学び、情報を

収集し知識を統合して、新しい考えや知識を生み出すことができる人材を社会は希求している。 

我が国では、平成 25 年６月に閣議決定された「教育振興基本計画」の前文において「今、正に

我が国に求められているものは、『自立・協働・創造に向けた一人一人の主体的な学び』である」

と記されており、学んだ知識を生かしながら自分自身で考え、判断していくという主体的な学びが

重要視されている。 

また、児童生徒の育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容等の在り方を検討している文

部科学省有識者検討会「論点整理」(平成 26 年３月)において、これからの教育に求められる資質

・能力の検討の観点について「児童生徒の学習意欲や自立の意識を踏まえると、単なる受け身の教

育ではなく、主体性を持って学ぶ力を育てることが重要である」と述べられている。 

さらに、高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編２目標では「高等学校においては、『運

動の楽しさや喜びを深く味わい、主体的に取り組めるようにする』といった段階であることを踏ま

え、学習に対する主体的な取り組みを促すことによって、学校の教育活動全体に運動を積極的に取

り入れ、卒業後においても、実生活、実社会の中などで継続的なスポーツライフを営むことができ

るようにすることを目指したものである」と記されている。つまり、高等学校における体育の授業

を通して、卒業後においても、運動に取り組む中で学んだ知識を生かしながら自分自身で考え、判

断していく力を身に付けることが必要であると考える。 

保健体育科が果たすべき役割の中にある「生涯にわたって運動やスポーツと豊かに関わることが

できる生徒を育成すること」は社会の要請でもある。そのためにも生徒が主体的に運動に取り組む

力を育成することが重要と考える。 

 

２ 生徒の実態・教育の情報化から 

   福岡県における平成 26 年度運動部活動加入率は 40.3％（福岡県高等学校体育連盟調べ）である。

それと比較し、本校生徒の平成 26 年度運動部活動加入率は 60.3％と高いと言える。また、平成

25 年度に本校２学年を対象に実施した運動に関するアンケートの結果から、体育やスポーツをする
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ことに興味・関心をもっている生徒が約 70％を占めていた。しかし、アンケート項目の「教えられ

た運動を部活動で生かしたり、卒業後に自分自身で計画を立てたりして取り組めるか」という質問

に対して約 50％の生徒が「自信がない」と答えていた。このことは、「運動に興味はあり、運動の

仕方を理解しようと思っているが、教えられたことを生かし、主体的に運動に取り組む力が身に付

いていない生徒が多い」と言えるのではないかと考える。 

そこで本研究において、一人一人の能力や特性に応じた学び（個別学習）や、生徒同士が教え合

い学び合う協働的な学び（協働学習）を実現するためにＩＣＴの活用を考えた。ＩＣＴを活用して

これらの学びを実現することで、生徒の主体的な運動の取り組みにつながると考える。 

教育の情報化に伴い、タブレットなどの情報端末を使用した学習活動が本格化している今、保健

体育科の運動領域において、ＩＣＴの活用を中心とした研究を行うことは意義深いと考える。 

 

Ⅱ 主題・副主題の意味 

 

１ 主題の意味 

（１）「主体的」について 

主体的とは、自らの意志や判断によって行動することである。 

自らの意志や判断によって行動するとは、内発的に動機づけられた行動ととらえる。杉原

(2003)は、内発的動機づけとは、「動機によっておこされた行動それ自体が報酬となっている動

機づけである。」とし、生徒が運動に向かい、継続するための心的エネルギーとしての重要性を

示している。また、杉原(1995)や岡澤(1996)は、「内発的動機づけは運動有能感の高まりによっ

て強められる」としている。これらのことから【図１】に示しているように、生徒が「できるよ

うになってきた！」「努力すればできそうだ。」「仲間や先生から評価されている。」等の運動有能

感の高まりをきっかけとし、「運動することが楽しい。だから、○○ができるようになりたい。」

と内発的な動機が強められ、自らの意志や判断で行動すると考える。また、運動有能感は岡澤ら

により次頁【表１】のように定義されており、この３因子を高めることが、主体的に運動に取り

組むきっかけとなると考える。 

 

 

【図１：主体的について】 
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【表１:運動有能感の３因子と内面的変容】 

 身体的有能さの認知 統制感 受容感 

働きかける対象 

個人やグループの 

技術、戦術 

課題達成のための工夫

とその工夫によって得

られる成果の確認 

学習仲間や指導者の 

評価 

効果的な変化 

（期待する変化） 

記録や成績の向上、

チームへの貢献 

課題達成のための方法

理解や見直し 

学習仲間や指導者の 

承認や受容の感受 

内面的変容 

（運動に関する自信） 

「運動ができる」 

という自信 

「努力して、練習を 

したらできるようにな

る」という自信 

「教師や仲間から受

け入れられている」

という自信 

 

（２）「運動」について 

運動とは、競争・達成・克服といった目的の実現に向けて動きと場を変容させることである。 

物部(2008)の先行研究を参考に本研究では、目的について「相手に勝ちたい」という競争、「記

録を伸ばしたい」という達成、「できるようになりたい」という克服といった各種の運動の特性

に基づく具体的な数値や形態の目指すべき方向ととらえた。また、動きとは、「空間」「時間」「強

度」からとらえ、それらを量的特性と質的特性に分類する。さらに場とは、「物理的」「人的」「観

念的」の３点からとらえる。具体的な動きと場の内容を【表２】のようにとらえる。 

【表２:動きと場について】 

 

 

 

 

 

【図２】に示すように、運動における動きと場は、どちらかの要素が変化することにより、

もう一方の要素が制限されたり、活用されたりする関係にある。この関係の中で、「相手に勝

てそうだ」「記録が伸びそうだ」「もう少しでできそうだ」という目的に近づくことで運動の楽

しさを味わうことができると考える。

 

動 き 

空 間 形態（量） 方向（量） 高さ（量） 距離（量）   

時 間 速さ（量） リズム（質） タイミング（質） 

強 度 回数（量） 強さ（質） 

   場 

物理的 広さ 形 区域 用具の大きさ 高さ 位置 数 

 人 的 競争や対戦相手 役割 能力差 

 観念的 ルール 作戦 マナー 約束 

【図２:運動について】 
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（３）「運動に取り組む」について 

運動に取り組むとは、競争・達成・克服といった目的の実現に向けて、筋道を立て、動きと

場を変容させることである。 

筋道とは、「物事を行う順序・手続き」（広辞苑第六版）と示され、本研究では、目的を実現す

るための順序ととらえる。順序とは、まず、目指す目的の実現に向けて、生徒自身が取り組む運

動の課題を設定する。次に、課題達成のための見通しをもつ。そして、その課題解決に向けた運

動の計画を立て、実行する。それから、実施した計画の評価を行う。最後に、目的達成のために

必要な改善策を考えていくこと、ととらえる。 

【図３】に示すように、運動に取り組む筋道の中で、目的の実現に近づいていく過程において、

できないことができるようになる楽しさや、記録が伸びる楽しさを感じることができると考える。 

 

（４）「主体的に運動に取り組む」について 

主体的に運動に取り組むとは、競争・達成・克服といった目的の実現に向けて、自らの意志

や判断によって筋道を立て、動きと場を変容させていくことである。 

【図４】に示しているように、「勝ちたい」「記録を伸ばしたい」「○○ができるようになりた

い」という目的を実現するために、自らの意志や判断で課題を明確にしたり、課題を達成する計

画を立てたりしながら、動きや場を意図的に変容させていくことが、主体的に運動に取り組む姿

である。 

    

【図３:運動に取り組むについて】

 

【図４:主体的に運動に取り組むについて】
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（５）「主体的に運動に取り組む生徒」について 

主体的に運動に取り組む生徒とは、主体的に運動に取り組む過程及び結果において、運動の

技能、関心・意欲・態度、思考・判断、知識・理解の４つの資質や能力を発揮し、伸長する生

徒のことである。 

本研究では、運動に主体的に取り組む生徒について、【表３】のようにとらえた。 

【表３:目指す生徒の姿】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 副主題の意味 

（１）「ＩＣＴの活用」について 

ＩＣＴの活用とは、効果的に情報通信機器を利用し、教師が任意箇所の拡大、動画による動

きの確認を通して学習内容を分かりやすく説明することや、生徒が情報を収集・選択・蓄積し

たり、文書や図・表にまとめ、表現したりすることで、教師と生徒が相互に情報伝達を図った

り、生徒同士で教え合い学び合ったりすることである。 

ＩＣＴとは、情報通信技術を指す。情報処理および情報通信、つまり、コンピュータやネット

ワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービス等の総称である。また、情報通信

機器とは、本研究において主にタブレット端末を指す。 

日野(2014)は、ＩＣＴの活用について「自分の姿（実態）を視聴させることは、課題認識、実

態認識、方法認識を高めることにも効果的であり、子どもの思考・判断の学習を促進することに

もつながる」と述べ、教育におけるＩＣＴ活用の有効性を示している。 

また、2010 年 10 月に文部科学省が公表した「教育の情報化に関する手引き」では、教科にお

けるＩＣＴの活用について、 

① 学習指導の準備と評価のための教師によるＩＣＴ活用 
② 授業での教師によるＩＣＴ活用 
③ 児童生徒によるＩＣＴ活用 

を挙げている。上記３点の活用を参考に、本研究における効果的な情報機器の利用として、次頁

【表４】に示した。 

 目指す生徒の姿 

技能 
〇目的の実現へ向かう過程及び結果において、段階的に技能を身に付けたり、

目的とする動きを身に付けたりしている生徒 

関心・意欲・

態度 

〇目的の実現のために、互いに助け合い、課題解決のための資料を集めたり、

調べたりする生徒 

〇自己やグループの目的の実現に向けて、役割を引き受け、自己の責任を果

たそうとする生徒 

思考・判断 

〇自己やグループがねらう目的を見つけ、目的にあった計画を設定する生徒 

〇目的の実現へ向かう過程において、自己の課題に応じた活動を選んだり、

運動の取り組み方を工夫したりする生徒 

知識・理解 
〇自己のねらう運動の知識について、言ったり書き出したりする生徒 

〇習得した知識を、自分なりの考えとして言ったり書き出したりする生徒 

http://www.sophia-it.com/content/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
http://www.sophia-it.com/content/%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
http://www.sophia-it.com/content/%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
http://www.sophia-it.com/content/%E9%96%A2%E9%80%A3
http://www.sophia-it.com/content/%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9
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【表４:効果的な情報機器の利用について】 

利用 効果 情報機器等

①
・運動学習ノート
　の作成
・対戦表の作成

・図や表を挿入することで、理解しやすくなる。
・戦績をその場で確認することができ、勝敗を競う楽しさ
　を味わえる。

・ノートPC
・タブレット端末

②
・プレゼンテーション
　による説明
・撮影した映像を見
　せる。

・動画や写真を表示することで、行う運動に対する知識の
　習得や、目的とする動きの意識がしやすくなる。
・課題が明確になるので、各自の考えをもちやすくなる。

・ノートPC
・タブレット端末
・プロジェクター
・スクリーン

③

・手本となる映像を
　すぐに確認する。
・撮影した映像を
  その場で見る。
・前回の自己の動きを
　見比べる。

・簡単な操作で、目的とする活動に取り組みやすくなる。
・自己のできていない動きが分かる。
・過去と比較することができ、各自の課題が明確になる。

・タブレット端末

 

（２）「ＩＣＴを活用した活動」について 

ＩＣＴを活用した活動とは、取り組む運動についての名称・行い方・計画の立て方等を学ぶ

「設定する」段階、課題の解決のために必要な情報を比較して選んだり、過去と現在の情報を

比較して修正したりする「実行する」段階、得た知識や技術・技能を発揮し、情報を共有した

り、仲間や自分自身を評価したりする「評価する」段階の３つの段階で、生徒と教師が情報機

器を効果的に利用する活動のことである。 

「設定する・実行する・評価する」段階について、７～９頁に示した主体的な運動の取り組みと

関連付けて考えた。 

設定する段階（課題の設定・見通しを立てる） ※詳細７頁 

ＩＣＴを活用して、必要な知識を習得し、自己の動きや体力の状況を確認することを通して、

自己の課題を設定する。また、目的を実現するための見通しをもつことにより目的意識を明確に

する。そして、「努力すればできるかもしれない」と運動有能感（統制感）の高まりから、内発

的な動機を強め、主体的な運動の取り組みにつながると考える。 

実行する段階（計画を立てる・計画を実行する） ※詳細８頁 

目的実現のための計画を立て、習得した知識や既有の知識を使い、動きと場を変容させたりＩ

ＣＴを活用して、理想の動きと自己の実態を比較したりして立てた計画を実行する。生徒はこの

段階を通して、「目標に近づいてきた」「前回できなかったことができるようになってきた」と運

動有能感（身体的有能さの認知）の高まりから、内発的な動機を強め、主体的な運動の取り組み

につながると考える。 

評価する段階（計画を評価する・改善策を考える） ※詳細９頁 

計画して実行した運動内容を評価したり、改善策を考えたりすることを通して、自己の運動を

振り返る。この段階では、立てた運動計画や課題解決方法の情報を、ＩＣＴを活用して仲間と共

有する。そして、「仲間から成長を見てもらっている」と運動有能感（受容感）の高まりから、

内発的な動機が強まり、主体的な運動の取り組みにつながると考える。また、解決できない場合

に、「何が足りないのか」と改善策を考えることで、目的の実現に近づくことができると考える。 
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【表５：ＩＣＴを活用した活動「設定する段階」の目的・内容・方法】 

ＩＣＴを活用した活動「設定する段階」 

 

目 的 ○自己の課題を設定し、課題解決のための見通しを立てる。 

内 容 
○名称・行い方・計画の立て方等の情報を習得する。 

○自己の実態を知り、課題の設定・目的実現の見通しを立てる。 

方 法 
○プレゼンテーションによる知識に関する学習 

○タブレット端末の活用 

情報機器等 ○ノートパソコン、タブレット端末、プロジェクター、スクリーン 

「設定する段階」とは、【表５】にあるように自己の課題を設定し、課題解決のための見通しを

立てる段階である。生徒がこれから行っていく領域で、領域についての知識や自己の実態を知ら

なければ、課題は簡単に把握できない。 

そこで、実践する２つの領域（体つくり運動・バドミントン）においてプレゼンテーションに

よる知識に関する学習を行うこととした。まず、体つくり運動では、運動の計画を立てる際に「目

的のために、何をどのように行うか」が理解できなければ課題の設定が困難であると考えた。そ

のため、プレゼンテーションにより、運動の原則や計画の立て方等絵や図を使用して説明するこ

とで知識の習得を促し、課題の設定や解決までの見通しがとらえやすくなると考えた。 

さらに、体つくり運動において、動画・写真選択カードによる体ほぐし運動を行う。この目的

は、さまざまな運動の行い方があることを知るのと同時に、生徒に多くの運動内容を経験させる

ことや、運動の工夫（人数、距離、時間、回数、リズム）について理解させ、計画を立てていく

際に生徒が自ら設定した課題の達成のために主体的な取り組みを促すことにある。次に、バドミ

ントンについて述べる。バドミントンでは自己の動きの確認を行う。試しのゲームを行い、タブ

レット端末を利用して動きを撮影し、自己の実態を把握することで、目的を実現するための課題

を把握することができると考えた。 

これらの活動を通して、自己の課題の設定し、課題解決のための見通しを立てることをねらう。 
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【表６：ＩＣＴを活用した活動「実行する段階」の目的・内容・方法】 

ＩＣＴを活用した活動「実行する段階」 

 

目 的 ○計画を立て、実行する。 

内 容 
○課題の解決のために多くの情報から必要な情報を比較して選ぶ。 

○過去と現在の情報を比較して修正する。 

方 法 
○タブレット端末の活用 

〇ウェアラブルカメラの活用 

情報機器等 ○タブレット端末、ウェアラブルカメラ、プロジェクター、スクリーン 

「実行する段階」とは、【表６】にあるように課題に対する計画を立て、実行する段階である。

目的を実現するための運動計画を立てる際に、教科書通りに選択しても主体的な取り組みにはつ

ながらない。 

そこで、この段階では２つの領域においてタブレット端末を利用したＩＣＴの活用を中心に行う。

体つくり運動では、タブレット端末に入れておいた体つくり運動の運動例の動画・写真選択カー

ドを見ながら「自分に何が必要か」を考え、目的を実現するために必要な運動を選択し、タブレ

ット端末を見ながら実践することで、生徒自身が自己に応じた運動内容について負荷を変えたり、

既存の運動を工夫したりしながら自己の課題に応じた計画をつくることができると考える。バド

ミントンでは、設定した課題に対して、動画・写真選択カードを参考にして個人やグループで必

要な動きについて確認しながら、自己の動きをスローや静止画で繰り返し見直したり、動作比較

ができるアプリケーションを使用して、前回と今回の動きを比較したりする。また、前回の授業

の良い動きを撮影したものを教師が編集し、導入時に見せることで、身近な人の動きを参考にし

ながら、目的を実現するためのきっかけをつくることができると考える。この活動を通して、自

己のつまずきを確認することで修正する部分が明確となり、目指す姿に近づくことができると考

える。 

これらの活動を通して、計画を立て、実行することをねらう。 
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【表７：ＩＣＴを活用した活動「評価する活動」の目的・内容・方法】 

ＩＣＴを活用した活動「評価する活動」 

 

目 的 ○計画して実行した運動内容を評価し、改善策を考える。 

内 容 
○「設定する」「計画する」段階で得た知識や技術・技能を発揮する。 

○情報を共有したり、仲間や自分自身を評価したりする。 

方 法 
○プレゼンテーションによる計画の発表会 

○タブレット端末の活用 

情報機器等 ○タブレット端末、プロジェクター、スクリーン 

「評価する」段階とは、【表７】にあるように、計画して実行した運動内容を評価し、改善策を

考える段階である。「設定する」段階、「実行する」段階を通して、習得したことを発揮し、評価

することで、生徒の到達度を確認することができると考える。また、実行した計画について改善

策を考えることで、生徒の思考力・判断力の育成につながると考える。 

そこで、体つくり運動においては、プレゼンテーションによる計画の発表会を行う。各グルー

プでそれぞれの目的に応じて作成したプレゼンテーションの資料を使用して発表することで、計

画して実行した運動内容について互いの良い部分を評価したり、更に良くするために改善できる

内容を伝え合ったりすることができると考える。 

また、バドミントンにおいて、作戦ボードのアプリケーションを活用し、「どのような攻防を展

開すればよいか」を考えながら試合に臨むことで、グループやペアでの目的の実現に近づけてい

くことをねらう。また、審判をする際に得点ボードのアプリケーションを使用し、ゲームの進行

やデータを互いに伝え合い円滑な進行ができるようにすることをねらう。そして、単元開始時の

映像と終了時の映像についてタブレット端末を利用して見比べさせることで、自己評価や他者評

価につながると考える。 

これらの活動を通して、計画を評価し、改善策を考えることをねらう。 
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Ⅲ 研究の目標 

ＩＣＴを活用した活動を通して、主体的に運動に取り組む生徒を育てる保健体育科学習指導の在

り方を究明する。 

 

Ⅳ 研究の仮説 

保健体育科「体つくり運動」「球技 ネット型 バドミントン」において、以下の工夫を行うこ

とで、主体的に運動に取り組む生徒を育てることができるだろう。 

１ ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 

２ ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

 

Ⅴ 研究の具体的構想  

 

１ ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 

単元を「設定する」段階、「実行する」段階、「評価する」段階の３つの段階で構成する。「設

定する」段階では、タブレット端末を利用して動画やプレゼンテーションの資料を見せて、基礎

の知識や動き、計画の立て方を理解させる。そして、自己やグループの課題と見通しをもたせる

ことをねらう。「実行する」段階では、タブレット端末を利用して、課題に応じた計画を立て、

解決する方法を選んで実践したり、課題に必要な動きを撮影したりすることで、計画を実行させ

ることをねらう。「評価する」段階では、プレゼンテーションによる計画の発表会や、単元開始

時と単元終了前に撮影した映像を比較して、課題の達成度や、計画した運動内容を共有・評価さ

せることをねらう。 

この３つの段階をつないで、ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成を【図５】とする。 

 

 

【図５：ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成】 
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２ ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

（１）ＩＣＴ機器及びアプリケーションソフトウェア 

① ＩＯＳタブレット（１台）  

  アップルによって開発及び販売されているタ

ブレット型コンピュータである【資料１】。本研

究において、主に教師が使用し、生徒の動きを

撮影したものを見せながら指導したり、ウェア

ラブルカメラと接続して動きを見せたりする際

に使用する。 

 

② Ｗｉｎｄｏｗｓ８タブレット（７台） 

  生徒が主に使用するタブレット端末である

【資料２】。グループに１台ずつ配布し、設定し

た課題の解決のために使用する。生徒自身で自

己や他者の動きを確認したり、発表する内容を

まとめたりする等様々なアプリケーションを使

用する過程において、主体的な取り組みにつな

がっていくと考える。 

 

③ ウェアラブルカメラ（1台） 

ウェアラブルカメラとは【資料３】のように、  

身体等に装着し、手を使わずに撮影することを

目的とした小型カメラの総称である。バドミン

トンで使用し、個人技能が上達している生徒の

視点と近い位置で、「どこを向いているのか」「打

つ際に相手プレイヤーのどのようなところを意

識しているのか」等、普段見えない部分を上達

していない生徒に見せることで、目的を実現す

るためのきっかけをつくることができると考え

る。 

 

④ アプリケーションソフトウェア （以下「アプリ」という。） 

コンピュータの利用者がコンピュータ上で実行したい作業を実施する機能を直接的に有する

ソフトウェアである。生徒は、タブレット端末に入っているアプリケーションを使いながら、

運動に取り組んでいく。本研究において、以下のアプリを生徒や教師が使用する。具体的な内

容は次頁【資料４】に示す通りである。 

 

 

【資料１：ＩＯＳタブレット】 

 

引用：contactozonal.com 

 

【資料２：Ｗｉｎｄｏｗｓ８タブレット】 

 

引用：echarena.it 

 

【資料３：ウェアラブルカメラ】 

  
引用：dime.jp 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AB_%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%86%E3%83%83%E3%83%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2
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【資料４：アプリケーションの具体的な内容】 

  

 

（２）運動学習ノート 

    運動学習ノートとは、プレゼンテーション資料を見ながら計画の立て方や、運動に関する知識

についての内容を記入する「知識編」と、タブレットを使用しながら、目標に対する到達度を確

認したり、必要に応じて学習してきたことを振り返ったりした内容を記入する「成長編」の２つ

で構成した支援教材である。知識に関する学習において、学習内容を記録したりするための「知

識編の記録」のページ、「実行する」段階において、目標に対する到達度を確認したり、「何がで

きたのか」や「何ができなかったのか」と振り返りを行ったりする「成長編の記録」のページで

内容を構成した。 
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３ 研究構想図 

  

 

４ 検証のねらいと方途 

（１）ねらい 

仮説に基づく検証授業により資料を収集し、結果の分析により仮説を検証する。 

 

（２）対象 

福岡県立糸島高等学校 第２学年１組２組３組 31名（男子 16名 女子 15名） 

 

（３）期間 

第１次 平成 26年９月 10日(水)～10月 15日(水) 「体つくり運動」 

    第２次 平成 26年 10月 20日(月)～11月 19日(水) 「球技 ネット型 バドミントン」 

 

（４）内容と方法 

研究仮説を検証するために、学習指導計画に従って「体つくり運動」（８時間）及び「球技 

ネット型 バドミントン」(８時間)の授業を行い、運動有能感、体育における学習意欲、ＩＣ

Ｔの活用の有意性に関する事前・事後調査を実施し、データを収集する。 

   【内容】 

○「設定する」段階、「実行する」段階、「評価する」段階を通したＩＣＴを活用した活動によ

り、主体的に運動に取り組むことができたか。 

   【方法】 

    ○事前・事後調査のアンケートによる調査 

    ○学習の様相観察 

    ○授業後の感想 
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    ○授業の様相観察 

    ○運動学習ノートの記述 

    ○形成的授業評価 

○運動有能感に関する調査 （「体育の授業を観察評価する」高橋 健夫 2003） 

    ○体育における学習意欲検査（ＡＭＰＥＴ） 

（「体育における学習意欲の喚起に関する研究」西田 保 1997） 

 

Ⅵ 研究の実際と考察 

 

【実証例１】体つくり運動（平成 26年９月～10月 第２学年１組２組３組にて） 

１ 単元 「Ａ 体つくり運動」 

 

２  目標 

（１）運動をバランスよく組み合わせて主体的に体力を高める運動に取り組もうとしている。 

            （関心・意欲・態度） 

（２）体ほぐし運動のねらいや体力を高める運動の考え方を踏まえて、継続しやすい体つくり運動の

計画を立て、実践する際に適切な運動の種類、強度、量、頻度を選んでいる。 （思考・判断） 

（３）体力の構成要素、運動の原則、課題解決の方法、計画の立て方について理解している。 

                                                                      （知識・理解） 

３ 計画（８時間） 
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４ 本単元指導の立場 

（１）ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 

 

 

（２）ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

教師・生徒による PowerPointを使用したプレゼンテーション資料の作成 

 

【資料５】は、Power Pointで作成した資料である。教師が「設定する」段階で使用し、計

画の立て方について説明する。生徒が体育理論で習得した学習内容の振り返りを通して、知

識を深めたり、具体的な課題の設定ができるようにしたりする。また、生徒が「評価する」

段階で使用し、立てた運動計画についてのプレゼンテーション資料を作成し、発表会を行う

際に全体で共有する。共有した内容について話し合いの中で、評価や改善策を考えることが

できるようにする。 

 

【資料５：教師が作成したプレゼンテーション資料】 
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フォトアプリを使用した「動画・写真選択カード」 

 

 

【資料６】の動画・写真選択カードとは、【資料７】の福岡県子どもの体力向上ホームペー

ジからダウンロードした体力アップ福岡システムの動画ファイルをタブレット端末に取り

込んだものである。体ほぐし運動と体力を高める運動の２項目に分け【資料８】のような運

動メニュー表を作成した。体力を高める運動については体力の構成要素で分類し、種目名を

付けた。「実行する」段階で使用し、計画する際に多くの種目から自己の課題に応じた運動

種目を自ら選択し、動き方や説明を見ながら運動に取り組むことができるようにする。 

【資料６：ラダーの動画カード】 

   

 【資料７：福岡県子どもの体力向上ホームページ】 

 

 

    

【資料８：運動メニュー表※体力を高める運動】 

  

 

 

 

福岡県子どもの体力向上ホームページ 
http://www.kodomo-tairyoku.pref.fukuoka.lg.jp で検索 

記号で、カードの項目と連動 

 

動画・写真選択

カード項目 
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【資料９：学習の様子】 

 

５ 学習指導の実際と考察 

設定する段階（１／８～２／８） 

ねらい 

動画・画像選択カードを使用して体操棒やバレーボールを使用した体つくり運動を行い、運動の工夫

（人数、距離、時間、回数、リズム）について理解することができるようにする。そして、体育理論で

学習した内容（体力の構成要素、運動の原則、体力の高め方）について振り返り、計画を立てる上で必

要となる知識を定着させる。次に、５月に実施した新体力テストの結果表や、健康や体力に関して興味

のある内容から自己に応じた課題を設定し、話し合いの中で課題に対する見通しを立てることができる

ようにする。 

生徒の活動の様子と教師の支援 

ここでは、課題の設定を行った（２／８）を中心に述べる。 

まず、【資料９】の学習の中で、15 頁【資料５】のプレゼンテーション資料を使用して、教師が体育

理論において学習した内容（体力の構成要素、運動の原則、体力の高め方）や本単元における計画の立

て方について説明した。この学習を通して【資料 10】から分か

るように「図や写真を使った説明が分かりやすく、以前学習し

た内容も頭に入ってきた」という感想や、【資料 11】のミニテ

ストの結果から見て、学習内容の理解につながっていた。また、

【資料 12】の生徒の課題設定の記述から分かるように、本時で

振り返った内容である体力の構成要素を理解して課題を設定し

ていた。さらに次頁【資料 13】のように、学習した内容を踏ま

え、自己の目的に応じた課題を設定した後に、隣同士で意見を

交換しながら、課題解決の見通しを立てる姿がみられた。 

 

 

 

【資料 11：ミニテスト】 

 

【資料 10：学習後の生徒の感想】 

 

【資料 12：課題設定の記述から】 

 
 

自己に必要な要素を理解し、自ら課題設定を行う生徒の記述 
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 そして、見通しを立てる中で生徒Ａは、課題を達成するために必要な運動内容について触れ、「運動

をする時に、２人で行えば負荷を変えることができるね。」等、仲間と話し合いながら（１／８）の体

ほぐし運動で学習した運動の工夫（人数、距離、時間、回数、リズム）を意識して考えていった。この

話し合いを通して「練習すれば目的が達成できそうだ。」といった【資料 14】の運動有能感（統制感）

を強めたことから、【資料 15】の授業後のアンケート結果や【資料 16】の「挑戦することが楽しい！」

という感想にあるように、内発的動機づけを高めることへつながったことが分かる。

 

  

考察 

○ 「設定する」段階において、体ほぐし運動の際に「動画・写真選択カード」から、動画や写真を使

って説明したことは、運動の方法を理解させる上で効果があった。その中で、動画を使った説明にお

いて、運動の工夫（人数、距離、時間、回数、リズム）を理解させたことは、知識に関する学習で、

自らの意思や判断で自己の課題の設定や見通しを立てる上で効果があった。 

○ 「設定する」段階において、プレゼンテーション資料を使用して説明したことは、既存の知識の振

り返りや、学習内容の理解につながり、生徒が自ら課題の設定や、見通しを立てる上で効果があった。 

 

実行する段階（３／８～６／８） 

ねらい 

「設定する」段階で設定した課題に対して、課題別グループにてタブレット端末の動画・写真選択カ

ードを使用して、課題に応じた運動計画を立て、立てた運動計画をさまざまな道具を使用しながら実践

できるようにする。そして、計画を見直しながら繰り返し修正していくことで、自己やグループに最も

適した運動計画を立てることができるようにする。 

 

【資料 15：授業後アンケートの結果】 

 

【資料 16：生徒Ａの授業後の感想】 

 

【資料 13：見通しを立てる生徒Ａの様相】    【資料 14：生徒Ａの統制感】 

         

 

３アップ 

２人でやれ
ば負荷を変
えることが
できるね！ 

筋力アップ
を 目 指 そ
う！ 

生徒Ａ 
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生徒の活動の様子と教師の支援 

 体力や健康について興味のある内容や新体力テストの結果か

ら、類似している課題をもつ生徒が部活動、新体力テスト、ケガ

予防、ダイエットの４つのカテゴリーに分かれて６グループで編

成し、課題別グループで実施した。また、【資料 17】のようにＧ

ボール、縄跳び、バレーボール、ラダー、ミニハードル等の生徒

が取り組む上で必要な道具を確認して準備した。その結果、生徒

は各グループで、動画・写真選択カードを使用しながら、「普通

に腹筋するよりも、道具を使った方が効果は上がりそうだ。方法

をタブレットで探してみよう。」と必要な運動について、動画・

写真選択カードから選択して、自己の課題に応じた運動計画を立

てる姿【資料 18】がみられた。 

 

 そして計画を実行する際に、【資料 19】の生徒Ａは「腹筋を鍛えて部活動で自己ベストを目指す」と

いう目的を実現するために、動画・写真選択カードの中から腹筋を鍛えるメニューを選択した。そして、

計画を実行する際に「カードの内容は簡単だ」と、ボールの重さを変えたり、補助が無い状態にしたり

して自ら場を作り変えた。このように運動の種類、強度、量、頻度を調整しながら、自ら動きと場を変

容させていく姿が見られた。また、生徒Ｂは「ケガ防止のために、足の筋力を高める」という課題のた

めに次頁【資料 20】のようにラダーとミニハードルを動画・写真選択カードから選択し、別々に行って

いたが、撮影した動画を振り返り、「連続してやると、強度が上がりそう。」と、２つの種目を組み合わ

せて取り組む姿が見られた。 

 

【資料 19：自ら判断して自己の課題に合った運動内容へ変容させる生徒Ａ】 

 

         

        

【資料 18：動画・写真選択カードから自己の課題に応じた計画を立てる姿】 

 

                       

 
ボールの重
さと距離を
変えて 

【 動 画 ・ 写 真 選 択 カ ー ド 】  

   

選

択

し

て 

これは簡単だから、ボールを重くし、投げる距離を変えよう！ 

負荷が上がった！これなら回数を減らしてもよさそうだ！ 

それぞれの部活動に応じた種目にしよう 

【資料 17：道具について】 
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そして、自己の運動をカメラアプリで撮影し確認することで、【資料 21】の記述から分かるように「足

の運び方が上手くなった。」という技能の向上（身体的有能さの認知）から運動有能感を高めた。さら

に、【資料 22】の生徒Ｂと同じＣグル―プに所属する生徒の感想から分かるように、「次回は２往復達成

を目指したい。」と内発的に動機づけられた行動へつながっていった。 

 

 

また、【資料 23】のように生徒Ｂの所属するＣグループは昼休みの時間を利用して、運動計画を立て

る際に自宅で調べてきた運動内容について、足の筋力を高めるために「テープクロス」という新たな内

容を作成して試してみる姿が見られた。 

さらに、次頁【資料 24】のように発表会に向けて、「より分かりやすい発表にしたい」と、自ら放課

後の時間を利用して、情報室でインターネットを使用しながら、作成する姿が見られた。これらのこと

から、授業で学んだ内容について「運動が楽しい！自分たちで作った計画をみんなにうまく伝えたい！」

という内発的に動機づけられた生徒の姿が見られた。

 

【資料 23：生徒が考案したテープクロスを試作するグループ】 

       

【資料 21：自己の向上を実感する生徒Ｂの記述及び運動有能感】 

   

【資料 20：自ら判断して動きを組み合わせて運動に取り組む生徒Ｂ】 

       

       

 

【資料 22：同じグループに所属する生徒の感想】 

 

組 み 合

わせて 

自己の伸びを実感する生徒Ｂの記述 生徒Ｂの運動有能感の高まり 

足の運び方が上手くなった！ 
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考察 

〇 動画・画像選択カードやカメラアプリを使用したことは、多くの運動種目から自己の課題に合わせ

て運動内容を選択する上で効果があった。また、動画・写真選択カードを組み合わせて計画に新たな

種目を取り入れたり、自己の運動内容を振り返って運動の工夫を行ったりする上で効果があった。 

 

評価する段階（７／８～８／８） 

ねらい 

タブレット端末の Power Pointを使って作成した資料をスクリーンに写しながらグループごとに発表

し、全体で共有する。そして、話し合いの時間の中で、計画した運動内容について各グループで評価し

合い、評価した内容に対して改善策を言ったり、運動学習ノートに書き出したりすることができるよう

にする。 

生徒の活動の様子と教師の支援 

生徒は、【資料 25】にあるように、Power Point で作成した計画について、各グループで発表を行っ

た。知識に関する学習で習得したことや、「実行する」段階で取り組んできた計画の内容を振り返りな

がら「どう説明したら相手に伝わるか」を考え、【資料 26】のような動画や写真を取り入れたプレゼン

テーションを作成していた。 

 

そして、評価や改善策についての話し合いの中で、次頁【資料 27】のように「体を大きく動かすとも

っと効果が出そうだね」「家でもできそうだからやってみたい」等、それぞれのグループの良い運動内

容を中心に意見を出し合い、運動学習ノートに記入していた。 

【資料 24：情報室を利用し、プレゼンテーションを作成する生徒】 

         

 

 

 

  

【資料 25：発表の様子】 

   

説明資料を追加したＣグループ 自宅で継続

できる方法

の説明を追

加した方が

いいかも！ 

【資料 26：Ｃグループが作成したプレゼンテーション】 
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この話し合いの中で、これまでの学習についても振り返り、互いの良さを認め合うことで【資料 28】

から分かるように、受容感の高まりが確認できた。また【資料 29】のアンケートの結果や【資料 30】

の「自分たちで立てた運動計画を、仲間と交流しながら行うことで運動を楽しめた。」という感想から

分かるように、筋道の中で運動有能感（受容感）の高まりから、「運動が楽しい！」と感じることで、

内発的に動機づけられた行動につながっていたことが分かる。 

  

 

考察 

〇 Power Point を使用し、プレゼンテーションの資料を作成して発表したことは、作成したプレゼン

テーションの資料を全体で共有したことをきっかけに、計画して実行した運動内容の良い部分につい

て評価したり、更に良くするための改善策を伝え合ったりする上で効果があった。 

 

 

【資料 29：体つくり運動後のアンケート結果】 

 

【資料 27：運動学習ノートの生徒の記述】 

                

 

【資料 30：発表会終了後のＣグループの生徒の感想】 

  

【資料 28：Ｃグループ生徒平均の受容感】 

 

Ａグループの運動計画の
改善策について記入した
Ｂグループの生徒 

自らの意志や判断で運動に取り組み、自己の成長を実感する生徒 

体を大きく動かすことでより効果的！ ダンスは家でもできそうだからやってみたい。 

Ａグループの運動計画に
対して、興味をもつＢグ
ループの生徒 
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６ 全体考察 

 （１）成果について 

   ①ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 

「設定する」段階、「実行する」段階、「評価する」段階の各段階に、ＩＣＴを活用した活動

を位置付けたことは、３つの段階でタブレット端末を使用する際に、生徒がＩＣＴを「何のた

めに使うか」といった使用における意図を理解し、目的に向けて運動に取り組む上で有効であ

った。 

②ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

ア Power Point 

  Power Point を使用したことは、絵や図による説明の際に大きくはっきりと見せることが

でき、知識の習得を促す上で有効であった。また、発表会に向けてプレゼンテーションの資

料を作成したことは、実行してきた計画の運動内容を具体的にして、各グループの計画を全

体で共有することをきっかけに、互いの良い部分を評価し、更に良くするための改善策を考

える上で有効であった。 

イ 動画・写真選択カード 

  動画・写真選択カードを使用したことは、多くの運動内容から課題に応じたものを選択し

て実行する上で有効であった。 

ウ カメラアプリ 

  カメラアプリを使用したことは、自己の運動を振り返り、計画を改善する上で有効であっ

た。 

 

 （２）課題・改善案について 

「評価する」段階において、生徒の感想の中に「別のグループの運動計画をやってみたい」

という意見があった。プレゼンテーションによる発表会だけではなく、別のグループが立てた

計画を実際に体験させ、計画内容の良さを実感させることも必要であった。 

 

【実証例２】球技 ネット型 バドミントン（平成 26年 10月～11月 第２学年１組２組３組にて） 

１ 単元 「Ｅ 球技 ネット型 バドミントン」 

 

２ 目標  

（１）ダブルスのフォーメーションを意識して、ペアと連動して空いたスペースに打たれないよう

に動いたり、空いているスペースに打ち込んだりすることができる。      （運動の技能）  

（２）課題解決のための練習や、グループ対抗戦に主体的に取り組もうとしている。 

      （関心・意欲・態度） 

（３）試しのゲームやスキルテストを踏まえて、自己の課題を設定し、課題に対しての練習の仕方

を工夫している。                              （思考・判断） 

（４）技術等の名称や行い方について、学習した具体例を挙げている。       （知識・理解） 
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３ 計画（８時間） 

 

 

４ 本単元指導の立場 

 （１）ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 
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(２)ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

フォトアプリを使用した「動画・写真選択カード」 

 

動画・写真選択カードとは、【資料 31】にあるように「絶対にうまくなる！バドミントン」(主

婦の友社)の映像資料を 61項目に分けて名前をつけ、タブレット端末に取り入れたものである。

「設定する」段階、「実行する」段階で使用する。「設定する」段階において、映像を見ながら

基本的な動き方を習得し、「実行する」段階において、この映像を手本として振り返りながら、

技術的課題や戦術的課題を達成することができるようにする。 

「Coach’s Eye」アプリの使用 

 

Coach’s Eyeとは、【資料 32】のような映像への書き込み、スロー再生、コマ送り、動作比

較ができる機能を備えたアプリである。「実行する」段階で使用し、自己の動きを確認したり、

仲間と動きを見合ったりしながら、設定した課題が達成できるようにする。 

「Sport Board」アプリの使用 

 

Sport Boardとは、【資料 33】のように 12種類の作戦ボードを選択できるアプリである。本

研究では Badminton Boardのみを使用する。「評価する」段階で使用し、色分けして守るエリ

アを分かりやすくしたり、プレイヤーの駒を自由に動かしたりしながら、考えた戦術を実行す

ることができるようにする。 

【資料 31：オーバーヘッドストロークの動画カード】 

       

 

【資料 32：Coach’s Eyeについて】 

     

【資料 33：Sport Boardについて】 
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「Score Clock」アプリの使用 

Score Clockとは、【資料 34】のようにゲーム

の時間の管理、得点や反則のカウントを数える

ことができるアプリである。対抗戦にて使用し、

ゲームの運営を円滑に進めることができるよう

にする。 

 

 

 

５ 学習指導の実際と考察 

設定する段階（１／８～２／８） 

ねらい 

バドミントンにおける技術の名称や基本的な動き方について、プレゼンテーション資料や動画・写真

選択カードを使用した説明を受け、知識を習得できるようにする。タブレット端末を使用し、カメラア

プリで試しのゲームやスキルテストにおける自己の動きを撮影し、自己の実態を把握したり、上達する

ための目的を見つけたりすることで、個人の技術的課題やペアの戦術的課題を設定し、課題解決の見通

しを立てることができるようにする。 

生徒の活動の様子と教師の支援 

ここでは、課題の設定を行った（２／８）を中心に述べる。 

教師の支援として、【資料 35】の知識に関する学習において、ラケットの握り方等の基礎的内容のプ

レゼンテーション資料や、オーバーヘッドストロークの正確な打ち方等の映像を見せながら説明した。

次に、タブレット端末を使用し、カメラアプリでスキルテストや試しのゲームの映像を撮影させ、撮影

した映像をグループごとで振り返った。 

この活動を通して生徒Ｃ・生徒Ｄは、次頁【資料 36】のように自己の映像を見ることで、「ラケット

にシャトルがしっかり当たってないな」「スマッシュが決まらないな」と課題に気付くことができたこ

とが分かる。その根拠として、次頁【資料 37】の生徒の「自分は打つタイミングが１番高い所で打てて

いない」という感想から、手本の動きと比べた自己の動きを振り返っていることが挙げられる。 

 

【資料 35：知識に関する学習の様相】 

   

  

＜プレゼンテーション資料＞＜動画・写真選択カード＞ 

【資料 34：Score Clockについて】 
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生徒は、試しのゲームの映像や、１回目のスキルテストの自己の動きの映像をタブレット端末で確認

しながら、【資料 38】のように、「スマッシュができるようになりたい。だからスマッシュの練習を中心

にやろう。」と目的を明確にして、自己の課題を設定していた。 

 

そして、【資料 39】から分かるように、「目的のために努力して練習すればできるようになる。」と運

動有能感（統制感）を高めた。さらに【資料 40】の「次に向けて目標を立てることができた！楽しかっ

た！」といった感想から分かるように授業の中で運動の楽しさを実感し、内発的動機づけを高めていっ

たことが分かる。 

   
考察 

〇 Power Point や動画・写真選択カードを使用して説明したことは、技の名称や動き方のポイントに

ついて理解させる上で効果があった。 

〇 試しのゲームやスキルテストにおいて、カメラアプリを使用し、自己の実態を把握させたことは、

「打つタイミングが一番高い所で打てていないから、そこを意識したスマッシュの練習をしよう」と

具体的な課題を設定したり、課題解決の見通しをもったりする上で効果があった。 

【資料 40：授業後の感想】 

 

【資料 36：自己の動きをタブレットで確認する生徒Ｃ・生徒Ｄ】 

           

【資料 37：生徒Ｄの感想】 

 

 

 

 

【資料 38：生徒Ｄの課題の設定の記述】 

 

【資料 39：生徒Ｄの統制感】 

 

ラケットにち
ゃんと当たっ
てないな 

スマッシュが
決まらないな
ぁ 

タブレットで自己の動きを振り返り、具体的な課題を見つけている 

 

２アップ 
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実行する段階（３／８～６／８） 

ねらい 

課題別エリアに分けた場において、「設定する」段階で立てた課題を達成するために、動画・写真選

択カードを参考に運動内容を選択し、計画を立て、計画を実行させる。計画を実行する中で、下位教材

の使用と合わせて、Coach’s Eyeやウェアラブルカメラの映像を確認したり、教師が、目的を実現して

いる生徒の動きを手本の映像として編集し、全体で確認させたりする。これらの活動を通して、自己の

動きについて動きや場を工夫したりしながら繰り返し修正し、ねらいとする動きができるようにする。 

生徒の活動の様子と教師の支援 

まず、「設定する」段階で設定した課題を達成するために、【資料 41】のような課題別エリアを設定し

た。生徒は【資料 42】のような下位教材を指定したエリアで使用して練習に取り組んだ。また、本単元

のウォーミングアップについて、【実証例１】の体つくり運動で生徒が考えた運動種目（テープクロス、

ラダーエリア）を採用し、全体で取り組んだ。 

 

この活動を通して、【資料 43】のようにカメラアプリで互いの打ち方を確認し合い、「もっと前でシャ

トルを打った方がいいよ。」等、互いにアドバイスをしながら課題を達成しようとする姿が見られた。 

 

次頁【資料 44】のように Coach’s Eye を使いながら、自己の動きをスロー再生したり、前時と本時

の練習の動きを比較したりした。またペアで、動画にシャトルを当てる位置を書き込んで確認し合った

り、動画・写真選択カードの手本を参考にしたりしながら、ねらいとする動きに近づけるように繰り返

し練習に取り組んでいった。 

【資料 43：下位教材において、動画・写真選択カードと自己の動きを比較する生徒】 

                  

【資料 41：課題別エリアについて】 

  

もっと前でシャトルをと
らえた方がいいよ！ 

【資料 42：下位教材について】 

    

シャトル棒    シャトル打ちエリア 

動画・写真選択カー
ドを確認しながら
自己の動きを比較 

下 位 教 材 と ア プ リ を 併 用 



                                      

                                  

29 

 

 

生徒はＩＣＴを活用した活動を通して、【資料 45】の運動学習ノートの「シャトルを打つとき、足を

意識して打ちました。」といった記述から分かるように、自ら練習内容を把握して計画を実行している

姿が見られた。 

 

また、【資料 46】は他のクラスの元バドミントン部の生徒に協力してもらい、ウェアラブルカメラを

使って目線と同等の位置で動きを撮影したものである。この機器を使用して撮影したバドミントン経験

者と未経験者の映像を編集したものを比較し、「どのようなところが違うか」について授業の中で説明

し、確認させた。 

 

生徒は次頁【資料 47】にあるようにドライブを中心に練習していた。その中で、ウェアラブルカメラ

の映像を見たことにより「ペアの動きなど、後ろ側への意識の仕方が分かった」という記述から、客観

的には見ることができない位置から動きを理解し、課題を達成できたことがわかる。 

【資料 46：ウェアラブルカメラの映像】 

     

【資料 44：Coach’s Eyeを利用して、課題解決に取り組む姿】 

   

 

  

【資料 45：運動学習ノートの記述】 

 

ドライブは、手本の動画に動きが近づいてきて
いるね！次は、ヘアピンの練習を中心に計画を
立てよう！ 

動画比較 書き込み・スロー再生・コマ送り 

タブレットを使い、互いの動きを指摘しながら課題に
取り組む生徒 
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【資料 48】のように全体でミニゲームの良かった動きを編集した映像を見せ、「Ａペアは、守るスペ

ースを意識して、基本のフォーメーション（サイドバイサイド、トップアンドバック）ができるように

なっている。」といった説明を行った。この説明を受けた後、空間を作り出すことをねらいとするＢ・

Ｃグループは、自分たちでＡペアの動きを参考に、動画・写真選択カードを使用して手本の動き方（基

本のフォーメーション）を振り返った。そして、ペアの動き方や、コーンを設置して守るエリアを決め

る等、場の工夫を行いながら、ねらいとする動きに近づいていった。 

 

【資料 47：ウェアラブルカメラの映像をきっかけに課題を達成した生徒の記述】 

 

 

【資料 48：生徒の映像から、動きと場を変容させるグループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

              

   

動画・写真選択カードの動きを意識して守るＡペア 

 

画像・写真選択カード（基本のフォーメーション） 

  

サイドバイサイド トップアンドバック 

Ａペアは、自己が守るエリアを互
いで決めてプレーしているね！ 

A ペアの動きを参考にして 

振り返る 

対角で動けばカバーでき
るね！（動きについて） 

コーンを置いてエリア
を分かりやすくしよう。
（場について） 

～A ペアの動きを参考に、動画・写真選択カードを振り返るＢ・Ｃグループ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニコーンを使っ
たエリアで、守る
位置を決め、対角
にカバーする姿 
（ねらいの動き） 

ドライブを課題として設定 

 

サイドバイサイド トップアンドバック 
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Ｃグループに所属する生徒Ｅは、【資料 49】の感想や、【資料 50】の運動学習ノートの振り返り及び

運動有能感調査から分かるように「練習してきた技を使うことができた」「空間を利用して、決めるこ

とができた」と運動有能感（身体的有能さの認知）の高まりを実感していた。さらに、【資料 51】の感

想にあるように「今度は狙い通りにシャトルを落としたい」という内発的な動機を強めていった。 

 

 

考察 

〇 課題別エリアの中で、様々なアプリを使って練習をさせたことは、生徒が目的に応じて必要なアプ

リの機能を使い分けながら、個人的技能を向上させ、ねらいとする動きに近づけていく上で効果があ

った。 

 

評価する段階（７／８～８／８） 

ねらい 

Score Clockを使用して、試合の時間管理や得点をつけ、自分たちで対抗戦を運営する。そして、Sports 

Board を使用し、練習して習得した技能を使った戦術を考え、対抗戦の中で空間を作り出す攻防が実行

できるようにする。以上の活動を通して、取り組んだ運動内容について評価し、改善策を考えることが

できるようにする。 

生徒の活動の様子と教師の支援 

対抗戦の運営を円滑に進めるために、生徒からの意見を参

考にして、主審・副審・記録係を配置し、【資料 52】のように

記録係に Score Clockを使った時間や得点の管理を任せた。

生徒は、練習して上達した技能を対抗戦の中で発揮させるた

めに、次頁【資料 53】の Sport Boardを活用してペアの能力

【資料 49：生徒Ｅの感想】  

 

【資料 50：生徒Ｅの運動学習ノートの振り返り及び身体的有能さの認知】 

   

【資料 51：授業後の生徒Ｅの感想】 

 

【資料 52：記録係の様相】 

 

「できる」という運動有能感の高まり 

４アップ 
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を発揮できる作戦を考えた。【資料 54】のＢペアは「ここで、私が〇〇さんを引き付けるから、この空

間をねらって得点につなげよう。」とゲームの合間に話し合う姿が見られた。 

このようにして、生徒は Sport Board を活用しながら空間を作り出し得点する作戦について考えてい

った。 

 

そして、【資料 55】はＢペアが実際に Sport Boardで立てた作戦を生かすことができた様子である。

このように繰り返し練習を行い、できるようになったショットやレシーブを、Sport Board で立てた

作戦を生かして、仲間と連携して空間を作り出す攻防を行っていった。 

 

さらに、次頁【資料 56】の生徒Ｅの授業後の感想にあるように、試合の合間でグループの生徒同士が

対抗戦に向けての個別練習を行い、タブレット端末を使い教え合う光景が目立った。その中で「前回よ

り、上手になったね。」「もう少しでできそうだね」等の声かけも聞こえる場面があった。このように今

までの練習の成果を認め、互いを評価することで次頁【資料 57】の生徒Ｅの運動有能感（受容感）の高

まりにつながり、次頁【資料 58】の生徒Ｅの感想では「バドミントンが楽しい！できなかったところを

来年の選択授業で克服したい！」といった内容から、内発的な動機を強めていった。 

【資料 54：作戦を考えるＢペアの様相】 

                     

【資料 55：ヘアピンからドライブで得点を決めるＢペア】 

   

 

   

【資料 53：Sport Board】 

 

コートの左奥をね
らえば入りそう！ 

ヘアピンで前に引
き付けようよ！ 

 

 

空間を作り出す具体

的な作戦を考えた。 

①B ペアがヘアピンでリターン。 ②C ペアもヘアピンでリターン。 
③B ペア前衛が、右奥スペース（空間）

をドライブでねらう。 

④C ペア後衛はカバーが遅れる。 ⑤C ペア後衛は、返球できない。 ⑥作戦を決めて喜ぶ B ペア。 

B 

C 

B 

C C 
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考察 

「評価する」段階において、Score Clock や Sports Boardを使用し、戦術を考えさせたり、試合運営

を生徒に行わせたりしたことは、生徒が主体となって運営する対抗戦の中で、練習して向上させた技能

を効果的に発揮させ、運動の楽しさを実感させる上で効果があった。 

 

６ 全体考察 

 （１）成果について 

   ①ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 

「設定する」段階、「実行する」段階、「評価する」段階とＩＣＴを活用した活動を位置付け

たことは、プレゼンテーションを使用した技術の名称や動き方の理解や、さまざまなアプリを

使用して自己の動き方を振り返り、ねらいとする動きに近づけ、対抗戦を通して、練習したこ

とを発揮していく中で、主体的に運動に取り組んでいく上で有効であった。 

②ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

ア 動画・写真選択カード 

 生徒が動画・写真選択カードを使用したことは、手本となる動画や写真を参考に、自己の動

きを改善し向上させていく上で有効であった。 

イ Power Point 

 教師が Power Pointを使用して作成したプレゼンテーションの資料を使ったことは、課題を

設定し、計画を立てる際に必要となる知識を効果的に習得させる上で有効であった。 

ウ Coach’s Eye 

 生徒が Coach’s Eye を使用したことは、自己の動きを振り返らせ、技能を向上させていく

上で有効であった。 

エ Sport Board 

 生徒が Sport Boardを使用したことは、空間を作り出す動き方をグループやペアで考え、ゲ

ームに生かしていく上で有効であった。 

【資料 57：生徒Ｅの受容感】 

 

【資料 56：生徒Ｅの感想】 

 

【資料 58：生徒Ｅの８／８終了時の感想】 

 

 

６アップ 
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オ Score Clock 

 Score Clock を使用したことは、生徒が主体となって対抗戦を運営していく上で有効であっ

た。 

カ ウェアラブルカメラを利用した映像 

 ウェアラブルカメラを利用した映像を使用したことは、自己の目線で動きを確認することで

相手ペア（後方）の動き方を意識できたことや、空いたスペースを見つけること等、新たな

視点から動きを確認することで、課題の達成につなげる上で有効であった。 

 

 （２）課題・改善案について 

「実行する」段階において運動を行なう中で、タブレット端末を使用する際に、グループで

の確認時間が増え、運動量が少ないグループがあった。使用させるタイミングや場面など教師

側の工夫が必要である。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 

 

 １ 成果について 

 【資料 59】は、【実証例１】「体つくり運動」、【実証例２】「球技 ネット型 バドミントン」に

おける２年１・２・３組の運動有能感の高まりを表したグラフである。 

 事前調査から、バドミントン終了時までの運動有能感の３因子すべてにおいて、事前調査と事後

調査を比較すると、それぞれで高まっていることが分かる。また、内発的動機づけと関連している

ことを根拠として採用した次頁【資料 60】は、体育における学習意欲検査（ＡＭＰＥＴ）の下位尺

度の変容及び下位尺度についてである。

【資料 59：全体の運動有能感の変容】 

 

4.26 上昇 1.7 上昇 1.4 上昇 
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 【資料 60】のように、各下位尺度の上昇が明らかである。成功達成得点の合計は事前調査の 128.39

点から、事後調査では 139.03点と 10.64 点上昇し、失敗回避得点の合計は事前調査の 48.07点か

ら、事後調査では 45.84点と 2.23 点下降が確認できた。これらのことから、運動に対する意欲が

向上していることが分かる。以上のことから、授業の中で運動有能感の高まりにより、運動に取り

組もうという内発的動機づけが強まったと判断できる。また、次頁【資料 61】から、道具の準備や

片づけを率先して行う生徒が増加している姿や、自己が取り組む運動について事前に調べ、調べた

内容を授業で生かしている姿が確認でき、授業への取り組み方が変わっていったことが分かる。そ

して、次頁【資料 62】の生徒の感想にある「次の授業に生かせるようになった。」という言葉から

分かるようにＩＣＴを活用し、習得したことを生かしながら、単元を通して課題の解決のために自

ら考え、運動に取り組んでいた様子が分かる。さらに、次頁【資料 63】では「タブレット端末を使

ったことで以前の授業と比較して、運動に取り組む意識が変わったか」という質問に対して、「変

わった」が 90％、「どちらかというと変わった」が 10％と、100％の生徒の変容が確認できる。ま

た、「知りたい！できるようになりたい！という意識につながったか」という質問には「つながっ

た」が 77％、「どちらかというとつながった」が 16％と、93％の生徒の意識につながっていたこと

が分かった。つまりこれらのことから、生徒はＩＣＴを活用した活動を通して運動有能感を高め、

内発的動機づけを強めて、主体的に運動に取り組むようになっていったと考える。 

  

【資料 60：全体の AMPET（成功達成得点：TS得点、失敗回避得点：TF得点）の変容】 

  

この検査は、７つの下位尺度とＬ

尺度からなる５段階評定尺度で検

査する。成功達成得点：ＴＳ得点が

上昇し、失敗回避得点：ＴＦ得点が

下降すれば、運動に対する意欲が高

まったと推察される。左に示す様に

それぞれの下位尺度は８項目あり、

総質問数は計 64（８項目×８問）で

ある。 
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   〇ＩＣＴを活用した活動を位置付けた活動構成の工夫 

   【資料 64】から、課題の設定や計画を立てること、それを実行して振り返ることに対して

61％の生徒が「役に立った」とし、39％の生徒が「どちらかというと役に立った」と回答した

ことから、100％の生徒に役に立っていることが分かる。今回の研究でＩＣＴを活用するにあ

たって「設定する」段階、「実行する」段階、「評価する」段階に活動を分け、それぞれの活動

において目的意識をもたせることで「何のた

めに使用するか」を明確にして活動をしてい

くことを重視した。つまり生徒は、筋道の中

で自らの意志や判断で目的を実現していく

ために、「必要だから活用する」という考え

や、「自身を伸長させたい」といった意識を

もちながら、運動に取り組んでいったのであ

る。このことから、各段階に応じて、目的意

【資料 62：バドミントン終了時の生徒の感想】 

 

【資料 61：体育授業における調査】 

    

【資料 63：事後アンケート】 

  

【資料 64：事後アンケート】 
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識を持たせた上でＩＣＴを活用させたことが、自らの意志や判断で行動させる上で有効であっ

たと考える。 

 

   〇ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫 

  まず、前頁【資料 63】にあるように、タブレット端末を活用する前後で意識の変容や、タブ

レット端末を活用することによる取り組み

方の変容が見られた。次に、【資料 65】の運

動学習ノートにおいて、「役に立った」が 55％、

「どちらかというと役に立った」が 45％と、

100％の生徒に効果があった。また、【資料 66】

の感想からも分かるように「タブレットを使

うことで目標を達成することができた。」と

いった意見があったことから、タブレット端

末を利用したことや、運動学習ノートを使用

したことは有効であったことが分かる。 

 

     さらに、20頁で述べた授業時間外における生徒の取り組みについても変容が見られた。【資

料 67】は、【実証例１】及び【実証例２】の期間内での昼休みに運動を行った対象生徒につい

て、その人数の変化の記録である。

 

当初、昼休みに練習に来ることは想定してい

なかったが、「昼休みの時間を利用して、練習

がしたい」と、生徒自らが希望して練習に取り

組んだ。このことは、主体的に運動に取り組む

姿であると考え述べる。【資料 68】の事後アン

ケートの結果から、42％の生徒が「つながった」、

16％の生徒が「どちらかいうとつながった」と

【資料 67：昼休みに運動を行なった対象生徒の人数の変容】 

【実証例１】（体つくり運動開始時～終了時）・・・平均 4.0人 

【実証例２】（バドミントン開始時～終了時）・・・平均 7.9人 

※対象の中で、実証例に関係した取り組みをした生徒のみ 

【資料 66：生徒の単元開始時の課題と単元終了時の感想】 

 

 

【資料 65：運動学習ノートについて】 

 

課

題 

 

感 

想 

【資料 68：事後アンケート】 

 

約 2 倍に増加 
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回答し、58％の生徒がタブレット端末の使用をきっかけに、昼休みの時間を利用して運動に取

り組んだことが分かる。その根拠として、【資料 69】の事後アンケートの結果から、授業を受

ける前は 26％だった生徒が、授業後において 81%の生徒が昼休みに運動に取り組んでいること

や、【資料 70】の動画・写真選択カードを何度も確認する姿、仲間とサーブの動きについてタ

ブレットの映像を振り返った後、打ち方のコツを教わる姿などが挙げられる。これらの自ら行

動した生徒の姿を考えると、授業内におけるＩＣＴを活用した活動がきっかけとなり、生徒の

主体的な運動の取り組みにつながっていったと考えられる。 

 

 

 

２ 課題・改善点について 

〇 今回は、ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫において、計６台のタブレッ

ト端末を４名～６名のグループに１台ずつ貸し出して使用させたが、十分に使用できていない生

徒もいた。効果的かつ効率的な活動にしていくために、生徒のスマートフォンの利用や、人数に

応じてタブレット端末の台数の増加等の工夫が必要である。 

〇 ＩＣＴを活用した活動の効果を高める具体的支援の工夫において、運動時間の確保から考える

と、タブレット端末で操作できる振り返りチェックシートの作成や、運動学習ノートを電子化し

てＵＳＢでやり取りする等の工夫も必要であった。 

〇 今回、「体つくり運動」及び「球技 ネット型 バドミントン」のＩＣＴの活用について研究

を進めていった。授業を実践して感じたことは、領域が違うことで活用の仕方も違うということ

である。今後、他の領域で取り組むにあたって「実施する領域で何のために、どのような情報機

器を用いればよいか」という目的を明確にした考えが、ＩＣＴを活用するためには必要であると

考える。 

 

【資料 69：事後アンケート】 

      

【資料 70：昼休みに主体的に運動に取り組む生徒の様相】 

   

動画・写真選択カードの振り返り 仲間と練習する姿 コツを教わる姿 
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おわりに 

初任校である福岡県立糸島高等学校に赴任して３年間、授業や担任業務、生徒指導や部活動等少しず

つ仕事の流れを理解し、「精一杯生徒と向き合いながら一日が過ぎていく」といった毎日でした。その

日々の中で、授業の準備や取り組み方に関して「生徒にしっかりと伝わっているのだろうか」という不

安な思いを抱いていました。しかしそのような時に、まだ教師としての経験が浅いにもかかわらず、福

岡県体育研究所の長期派遣研修員として、１年間の研修機会を与えていただきました。 

研修がはじまるとすぐに、自分自身の研修に対する考えの甘さや授業に対する見通しの不十分さを思

い知らされました。指導主事の先生方の話が理解できずに、使う言葉の意味について辞書を使いながら

一つひとつ調べては、主題や副主題を書き直し、本当に最後まで研究をやり遂げることができるのだろ

うかという不安な日々を送りながらのスタートでした。しかし、その不安をやる気に変えてくれたもの

がありました。それは、専門研修や基本研修等の研修に参加する機会です。今までお目にかかる機会が

なかった文部科学省の調査官や大学の先生方から、保健体育に関する考え方や、体育の授業を実践して

いく上で必要なこと等、最新の情報を直に指導していただけたことは、今後の私にとって大きな財産に

なりました。 

私自身、研究を進めていく中で特に学んだことは、学習指導要領の大切さです。書かれている内容に

ついて改めて読み込んでいくことで、本当に奥が深いものであると実感し、小、中、高と 12 年間を見

通して作られた言葉の数々に、「保健体育の授業を通して、伝えておかなければならないことがある」

ことを感じとることができるようになりました。また、本研究のキーワードでもあった「ＩＣＴの活用」

について、福岡県教育センターの新谷主任指導主事、谷本指導主事より情報教育としてのアドバイスを

していただけたことにより、ＩＣＴの活用の本質を学ぶことができました。また、その出会いがきっか

けとなり、私の研究の趣旨をご理解いただき協力して下さった企業から、６台のタブレット端末をお借

りすることができました。それにより、教師によるＩＣＴ活用だけでなく、生徒によるＩＣＴ活用を実

現することができました。このように、多くの方からのご協力あったからこそ研究を進めることができ

ました。 

いつも研究がまとまらないまま悩む日々でしたが、指導主事の先生方の的確なアドバイスや妥協を許

さない示唆、落ち込んでいるときに支えとなってくださったこと等、本当に感謝しています。また、同

じ長期派遣研修員として共に学んだ小、中学校の先生方は様々な面で、いつも助けられてばかりでした。

２人の先生方がいらっしゃらなければ、この報告書が完成しなかったのではないかと思うと同時に、こ

の３人のチームだったからこそ得た喜びがあったと思いました。本当にありがとうございました。 

 最後になりましたが、本研究を進めるにあたって、熱心にご指導いただきました福岡県教育委員会各

位、福岡県体育研究所の寺崎所長をはじめ、所員の方々に対しましては、深く感謝申し上げます。さら

に、検証授業においてご協力いただきました、福岡県立糸島高等学校の徳重校長先生をはじめ、吉住副

校長先生、松井教頭先生、保健体育科の古賀先生、遠藤先生、徳安先生、門岡先生、花田先生、前園先

生、児玉先生、教職員各位及び検証授業に参加してくれた２年１・２・３組の生徒に、心より御礼申し

上げます。 

 今後とも、より一層のご指導、御鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

平成 27 年２月 13日 

長期派遣研修員 横井 孝史（福岡県立糸島高等学校） 


